
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳の時間に、日本の伝統文化である風呂敷

を知り、日本の伝統文化のよさを感じました。

「一枚の布なのに、魔法の布」という道徳読み物

の言葉通り、なんでも包める楽しさを知った３

年２組のみんなは、風呂敷のよさやおもしろさ

をもっと知りたいと思い、もう一度風呂敷をさ

わってみました。 

すると、風呂敷は「包む」だけでなく、「遊ぶ」

「つくる」「かぶる」「しく」と様々な使い方がで

きること、様々な柄があって見た目にもとても

きれいなこと、手触りもそれぞれに違うことな

どを知ることができました。風呂敷は、たった一

枚でいろいろなものに変わるすてきな布。もっ

と詳しくなりたい、自分だけの風呂敷を作って

みたい、という願いを膨らませました。そして、

大岡の時間で風呂敷をテーマにしようというこ

とに決めたのです。 

 風呂敷に詳しい風呂敷マスターになりたいと

いう願いに向けて、風呂敷でものを包んだり、遊

んでみたり、たくさんつなげてみたり…風呂敷

とかかわりを深める活動を、それぞれのしたい

こと、探究してみたいことに合わせて行ってき

ました。多くの子が自分の風呂敷を持ち始める

など、みんな、風呂敷のことが大好きになってき

たようです。 

風呂敷でどんなことができるようになった

かを話し合っていると、クラスの T さんが新し

い包み方を披露しました。とても上手なうえ

に、いろいろな結び方を知っているので、クラ

スのみんなが「T さんは一番マスターに近い。」

と考えました。そこで、「どうして T さんはこ

んなことができるのだろう。」と考えました。

「たくさん調べているからじゃないかな。」「ど

んどん新しい結び方に挑戦しているからか

な。」と話し合う中で、T さんは「毎日出かける

ときに使っているよ。本で調べてやってみて、

もう一度見ないで結んでみて、その包み方でお

出かけしてる。」と言いました。みんなも T さ

んみたいにやってみようということになりま

した。しかし、そうは言っても、本で調べても

実際のやり方がよくわからず、難しいという子

もいます。 

「もっと風呂敷に詳しい人に教えてもらっ

たらいいんじゃないかな。」その一言がきっか

けで、専門家を探すことにしました。Y さんが、

週末、家で＜風呂敷研究家つつみ純子さん＞を

見つけました。連絡してみると、すぐに学校に

来ていただけることになり、風呂敷のことを教

えてもらうことができたのです。「風呂敷のよ

さをたくさんの人に広げるのが私の夢です。」

と話してくれたつつみさん。私たちも、地域の

人、とりわけ、地域在住の横浜国立大学の留学

生の方々に風呂敷のよさを知ってもらう活動

をしたいと考え、さらに活動をパワーアップし

ていきます。 


